
事務事業評価シート（総括表）

事務事業 138 区民との協働による基本構想・基本計画づくり

章 6 構想の推進のために

大項目 03 地域を基盤にした区政の推進

施策 01 地域を基盤にした区政の推進

事業内容

目的
　区民や地域団体、ＮＰＯ、企業等が区民の視線から基本構想・基本計画原案を検討することにより、区
民にとって自分たちの生活と区の施策とのつながりが分かりやすい計画づくりを行います。

対象・手段

　第一段階として、多くの区民等が参画した「新宿区民会議」を立上げ、ワークショップ方式等を用いな
がら、検討を行い、１８年度に、その検討結果を区長へ提言します。第二段階として、基本構想審議会を
設置・諮問し、専門的識見等からの審議を行い、答申を得ます。第三段階である１９年度は、答申に基づ
き区素案を作成し、パブリック・コメント、地域説明会等を経て基本構想・基本計画を策定します。

成果（事業が意図する成果）

　計画策定のプロセスを重視した計画づくりにより、区民と行政が将来のまちづくりの方向性を共有できる
ようにします。

事業成果指標
指標名 定義 目標水準

区民会議へ１００人規模の区民等の参画を
得ること。

区民会議設置時の参加数

（ 平成17 ） 年度に

（ 100人 ） の水準達成

基本構想審議会の審議状況 基本構想審議会での審議回数

（ 平成19 ） 年度に

（ 14回 ） の水準達成

パブリック・コメントの意見提出状況
基本構想・基本計画（総合計画）の素案に
対するパブリック・コメントの意見提出者
数

（ ） 年度に

（ 100人 ） の水準達成

成果の達成状況

単　位 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 備　　考

事
業
成
果
指
標

目標値１① 人 0.00 100.00 0.00 0.00 　平成１７年６月からの
１年間で、区民会議（自
主活動含む）を全３３０

 回開催しました。
　平成１８年度は審議会
１６回のほか、起草部会
を１１回開催しました。
 

　平成１９年度は素案に
対する地域説明会を１０
回開催し、パブリック・
コメントにより１０地区
協議会を含む１１６人
（団体）から４８０件の
意見をいただきました。

実績１② 人 0.00 376.00 0.00 0.00

③＝②／① ％ 0.00 376.00 0.00 0.00

目標値２④ 回 0.00 0.00 14.00 0.00

実績２⑤ 回 0.00 0.00 16.00 0.00

⑥＝⑤／④ ％ 0.00 0.00 114.29 0.00

目標値３⑦ 0.00 0.00 0.00 100.00

実績３⑧ 0.00 0.00 0.00 116.00

⑨＝⑧／⑦ ％ 0.00 0.00 0.00 116.00

事業の実施内容

平成18年度
平成１８年６月に「新宿区民会議」から基本構想、基本計画に盛り込むべき内容についての検討結果とし
て提言書を区長に提出していただきました。この提言書を受け７月に基本構想審議会を設置し、専門的識
見等から基本構想・基本計画について審議し、平成１９年２月に区長へ答申いただきました。

平成19年度

答申に基づき１９年８月に基本構想・総合計画（基本計画と都市マスタープランを一体化）素案を作成
し、パブリック・コメントや地域説明会を行い、そこでいただいた意見を踏まえて最終案を作成し、議決
を経て、１２月に基本構想・総合計画を策定しました。策定後は、広報等で周知し、２０年２月に冊子を
発行しました。



部名称 総合政策部 課名称 企画政策課

単　位 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 備　　考

ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

事業費⑩ 千円 0 24,124 31,945 9,137

人件費⑪ 千円 0 45,025 44,712 27,258

事務費⑫ 千円 0 0 0 0

減価償却費等⑬ 千円 0 0 0 0

総計⑭＝⑩＋⑪＋⑫＋⑬ 千円 0 69,149 76,657 36,395

受益者負担⑮ 千円 0 0 0 0

純計⑯＝⑭－⑮ 千円 0 69,149 76,657 36,395

受益者負担率⑮／⑭ ％ 0.00 0.00 0.00 0.00

財
源
内
訳

一般財源⑰＝⑯－⑱
千円

0 69,149 76,657 36,395

特定財源⑱ 0 0 0 0

一般財源投入率⑰／⑭ ％ 0.00 100.00 100.00 100.00

職員
常勤職員

人
0.00 5.40 5.40 3.30

非常勤職員 0.00 0.00 0.00 0.00

事業に関する検討課題

　今回策定した基本構想・総合計画が、施策や事業に着実に反映されるよう適切な進行管理を図っていく必
要があります。また、今後の基本構想・総合計画の見直しや新たな策定に向けて、区民会議、地区協議会を
はじめとする区民参加のあり方や計画への区民意見の反映方法について、本事業の検証を十分行っていく必
要があります。
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達成度 3
　区民会議では３７６名もの区民参画を得て、提言書をまとめることができました。パ
ブリック・コメントでは１１６人（団体）から４８０件ものご意見をいただき、区民の
意見を踏まえた基本構想・総合計画を策定することができました。

実施の成果 3
　区民参加の手法の一つとして区民会議方式を導入したことで、区民と行政が将来のま
ちづくりの方向性を共有するという大きな成果を上げることができました。

効率性 2
　多くの区民参画のもと活発な議論を行うことができ、全体としては効率的に計画づく
りができたと評価します。しかし、審議会の運営においては、限られた時間の中で、十
分な発言の機会を確保することができたのか検証する必要があります。

行政の関与 3
　行政計画の策定作業であり、区民会議、審議会の運営、議会の議決等、区の関与は必
要であり、妥当性があります。

妥当性 3
　区民会議を設置し、提言をいただき、その提言を尊重しつつ専門的見地から審議会で
審議を重ねました。また、地域説明会等で多くの区民から意見をいただく機会を設けま
した。こうした進め方は、区民等との協働と参画による計画づくりの方法として妥当で

施策寄与度 3
　平成１７年度の区民会議の発足・提言から始まり、地区協議会での議論、基本構想審
議会での審議、区議会での議決を経て策定されたもので、３年にわたる多くの区民の自
治の力が結集された、まさに「区民との協働による計画づくり」となっています。

総
合
評
価

　１９年度は地域説明会やパブリック・コメントにより、多くの区民から素案に対するご
意見をいただき、それらを踏まえて基本構想・総合計画を策定することができました。１
７年度からの３年間を通してもAと評価します。区民会議の設置と提言、それを尊重した
審議会答申など、初期段階から区民参画による計画づくりを行ってきました。こうした手
法は、新宿区の計画づくりにおいて画期的なものであり、区民と行政が将来のまちづくり
の方向性を共有するという大きな成果をもたらすものです。
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過年度評価
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改
革
方
針

　本事業は、１９年度の基本構想・総合計画の策定をもって終了します。

方向性
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